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5月の主な活動

 8日 土曜相談会
 13日 第2回男女平等委員会
 15日 第3回地協代表者会議
  第5回女性委員会
 18日 公契約学習会
 19日 第7回四役会議
 20日 第3回政策委員会
 22日 政治学習会
 25日 朝街宣(新潟駅前)
  第7回執行委員会

６月は男女平等月間です！
　連合は1985年に施行された「男女雇用機会均等法」の公布日を記念して、
６月を「男女平等月間」に設定し、全国で男女平等社会の実現に向けたキ
ャンペーンを実施しています。（厚生労働省や内閣府男女共同参画局、新
潟県も同様の取り組みあり）
☆「男女平等月間の街宣行動」を行います。
男女平等月間の取り組みとして、月間の周知と「セクハラ・パワハラ
防止」に向けた街頭宣伝行動を行います。
　・2010年６月12日（土）10：30～11：30
　・新潟市中央区万代「マクドナルド前」
☆「第21回女性集会」を開催します。
毎年開催している「女性集会」は男女平等社会の実現に向けたさまざ
まな学習の場として講師を招いて講演会を実施しています。
　・2010年６月12日（土）13：30～16：00
　・新潟市中央区花園「コープシティ花園４階ガレッソホール」
　・演題：「セクハラ・パワハラお断り！」
　・講師：アトリエエム株式会社　代表取締役　三木啓子 さん

■講演会ではハンドブックも配布します。多くのご参加をお待ちしています。■

がんばろう

バックパネル入賞の山際和子さんと紀子ちゃん

はじめてのライブはノリノリでした

やすらぎ堤清掃　家族で参加 チューリップも満開　いいですネ

　

労
働
者
の
祭
典
、
メ
ー
デ
ー

は
今
年
で
第
八
一
回
を
数
え
、

県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
中
央
メ
ー
デ
ー
は
五
月
一

日
、
新
潟
市
陸
上
競
技
所
で
開

催
さ
れ
、
お
よ
そ
五
五
〇
〇
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
主
催
者
を
代
表
し
、

実
行
委
員
長
の
連
合

新
潟
・
江
花
会
長
は

「
念
願
だ
っ
た
政
権

交
代
が
実
現
し
た
。

厳
し
い
雇
用
情
勢
で

あ
る
が
、
政
権
が
代

わ
っ
た
今
だ
か
ら
こ

そ
さ
ら
に
力
強
い
運

動
が
必
要
で
あ
る
。

　

メ
ー
デ
ー
は
、
す
べ
て
の
働

く
者
の
最
大
結
集
イ
ベ
ン
ト
で
、

新
た
な
展
望
を
切
り
開
く
決
意

を
確
認
し
あ
う
場
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
さ

れ
た
労
働
と
生
活

を
再
生
さ
せ
る
の

が
労
働
組
合
の
役

目
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
推
進
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
再
生
に
取
り
組
む
」、

そ
し
て
「
参
議
院
選
挙
で
は
連

合
が
推
薦
す
る
候
補
者
の
全
員

の
当
選
を
組
織
を
挙
げ
て
勝
ち

取
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

新
潟
県
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
か
ら
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
雇

用
の
安
定
や
創
造
を
施
策
の
最

優
先
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
西
輪
キ
ン
グ
の
ラ

イ
ブ
」
を
開
催
し
、
土
曜
日
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
家
族
と

参
加
の
組
合
員
が
子
ど
も
達
と

ス
テ
ー
ジ
の
周
り
で
楽
し
む
姿

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
２
回

目
と
な
っ
た
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の

図
案
に
採
用
さ
れ
た
自
治
労
の

山
際
和
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん
の

紀
子
ち
ゃ
ん
の
表
彰
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
の
外
で
は
、
エ
コ
キ
ャ

ッ
プ
収
集
、
に
い
が
た
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
バ

ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の

参
加
者
か
ら
ご
協
力
を
頂
き
感

謝
し
ま
す
。

　

第
八
一
回
メ
ー
デ
ー
万
歳
！

第46回
地方委員会
日時：６月22日（火）
　　　13時30分
場所：新教組会館
 （予定）

土曜相談会
6月は12日に開催

メーデー花いっぱい運動抽選結果
１等　労福協友好の旅「アンコールワット５日間」

下４ケタ　1815、2329
※県中央メーデーの２等、３等につきましては、
連合新潟のホームページで確認下さい。

県中央プラカードコンクール入賞単組
（グランプリ、金賞のみ掲載）

☆グランプリ（１本） ・青松会職員労組（ＵＩゼンセン同盟）

☆金　　　賞（２本） ・ダイヤメット労組（基幹労連）
 ・新潟水道労組（全水道）

　上越地区では1300人、頚南地区420人、糸魚川地
区800人が結集し晴天のもと各地区とも、シュプレ
ヒコールを上げて市街地を行進し、市民に広くアピ
ールするともに、組合員の連帯を深めました。

「
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
て
」

　
　

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン

　
　

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
分
会

委
員
長　

石
田　
　

睦

　

今
回
、
メ
ー
デ
ー
に
は
じ
め

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

は
処
遇
改
善
の
相
談
か
ら
、
組

合
を
結
成
し
、
に
い
が
た
ユ
ニ

オ
ン
に
加
入
し
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
連
合
新
潟
に
は
、

色
々
な
相
談
に
の
っ
て
も
ら
う

な
ど
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
何
か
お
返
し
が
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
か
ら
、
当
日
の
手

伝
い
を
申
し
で
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
み
て
、
予
想
以
上

に
参
加
者
が
多
く
、
ど
の
参
加

組
合
員
も
、
と
に
か
く
明
る
く

元
気
で
驚
き
ま
し
た
。

　

掲
げ
る
プ
ラ
カ
ー
ド
か
ら

は
、
少
し
で
も
自
分
の
職
場
を

働
き
や
す
い
環
境
に
変
え
て
い

き
た
い
と
い
う
、
前
向
き
な
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
も
明
る
く
前
向
き
に
取
り

組
む
と
い
う
姿
勢
を
見
習
い
、

今
後
の
組
合
活
動
に
活
か
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

雇用と生活の安定を守ろう
第81回 新潟県メーデー

共生 連帯



公契約シリーズ②
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労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

で
の
推
薦
決
定
は
、
五
月
二
〇
日
の
予
定
で
す
。

　

比
例
代
表
選
挙
で
は
、
一
一
人
の
連
合
組
織

内
候
補
予
定
者
（
民
主
党
公
認
）
全
員
の
勝
利

に
向
け
て
、
擁
立
組
織
を
中
心
に
す
べ
て
の
構

成
組
織
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

公
契
約
の
一
番
の
問
題
点

は
、
税
収
の
減
少
や
、
社
会

保
障
費
の
増
加
な
ど
に
よ
っ

て
、
国
や
地
方
自
治
体
の
財

政
状
況
が
悪
化
し
た
こ
と
で
、

請
負
や
委
託
契
約
な
ど
の

外
出
し
事
業
の
コ
ス
ト
削
減

で
す
。

　

国
や
地
方
自
治
体
が
行

う
事
業
の
大
半
は
私
た
ち
の

税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

税
金
の
無
駄
遣
い
を
抑
え
て
、

適
正
な
執
行
が
さ
れ
る
こ
と

は
誰
も
が
求
め
て
い
ま
す
が
、

コ
ス
ト
削
減
に
よ
っ
て
、
地
域

の
労
働
者
の
賃
金
が
低
く
押

さ
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
、
一

般
企
業
で
「
労
働
者
賃
金
だ

け
を
極
端
に
削
減
し
、
企
業

内
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し

た
！
」
と
自
慢
す
る
経
営
者

と
一
緒
で
す
。

　

私
た
ち
は
国
や
県
や
市
町

村
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
生
活
し
て
い

ま
す
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
（
労
務
提

供
型
）
で
働
く
労
働
者
の
労

働
条
件
を
下
げ
る
こ
と
は
、

め
ぐ
り
巡
っ
て
私
た
ち
生
活

者
の
首
を
絞
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

※
「
労
務
提
供
型
委
託
契
約
」

　

委
託
契
約
の
中
で
成
果
品
で
は
な

く
、
労
働
力
を
提
供
す
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
。（
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

清
掃
業
者
、
施
設
管
理
、
ゴ
ミ
収
集

な
ど
）

　

連
合
新
潟
は
、
四
月
二
一
日
の
第
六
回
執
行

委
員
会
で
、
今
夏
の
第
二
二
回
参
議
院
議
員
選

挙
・
新
潟
選
挙
区
に
、
田
中
な
お
き（
民
主
党

公
認
）と
こ
ん
ど
う
正
道（
社
民
党
公
認
）の
二

人
を
連
合
本
部
に
推
薦
申
請
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
推
薦
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。
連
合
本
部

柳沢　光美（UIゼンセン同盟、現①・61）

江﨑　　孝（自治労、新・53）

直嶋　正行（自動車総連、現③・64）

加藤　敏幸（電機連合、現①・60）

津田弥太郎（JAM、現①・57）

那谷屋正義（日教組、現①・52）

石橋　通宏（情報労連、新・44）

難波　奨二（JP労組、新・50）

小林　正夫（電力総連、現①・62）

板倉　一幸（私鉄総連、新・58）

田城　　郁（JR総連、新・50）

比例代表選挙
連合組織内候補予定者 第22回参議院議員選挙新潟選挙区

田中直紀　現②・69
（民主党公認）

近藤正道　現①・63
（社民党公認）

三条市議会議員選挙結果
当選　2528　梶　　勉　③
当選　2444　杉井　旬　②
当選　1518　西川哲司　③

ご支援ありがとうございました。

連合本部へ2人を推せん要請

＜新連載スタート＞
　連合新潟機関紙では、これまでラーメン、スィーツ、酒
の肴そして地域や家庭発のお勧めごっつぉを紹介してきま
した。新潟県の広さを実感する、反響をいただきました。
　今回からは、地域や職場での珍しいものや不思議な事な
どを紹介します。
　身近な情報を連合新潟へお寄せ下さい。

　初めて店の前を通った、思わず後ずさりして見直しまし
たよ。なに屋さんなんだとね。
　正体は？開店が平成10年の美容室でした。
　名前の由来ですが「髪の館」と考えていたそうですが、
お客様と長くお付き合いをしたいとのオーナーの想いから
「長い髪の館」というネーミングに決まったそうです。
お客さまの中には、髪が長くないと髪を切ってもらえな
い？と勘違いし、問い合わせもあるとのことです。
　アポなし取材でしたが、快く取材に応じてもらえました。

■ 美容室「長い髪の館」
住所： 新潟県長岡市緑町
 １丁目甲1177-73
電話番号：0258-28-1625

 （連合新潟　小林俊夫）

①

二
〇
一
〇
政
策
研
修
会

 

を
開
催

　

四
月
二
一
日
（
水
）
労
福
協

会
館
で
「
二
〇
一
〇
政
策
研
修

会
」
が
開
か
れ
、
約
四
〇
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
二
回
目
の
こ
の

研
修
会
は
連
合
新
潟
が
地
方
自

治
体
や
関
係
団
体
へ
の
政
策
・

制
度
を
求
め
る
運
動
と
し
て
、

新
潟
県
の
新
年
度
予
算
や
事
業

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
開

い
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
に
は
新
潟
県
知
事
政

策
局
な
ど
か
ら
五
人
を
招
き
、

二
〇
一
〇
年
度
新
潟
県
事
業
の

概
要
と
特
徴
、
予
算
の
概
要
、

最
近
の
雇
用
失
業
情
勢
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
予
算
は
①
雇
用
創
出

な
ど
で
経
済
成
長
施
策
の
実
施

②
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す

福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

③
安
心
し
て
子
供
を
育
て
る
環

境
整
備
の
三
点
を
ポ
イ
ン
ト
と

す
る
、
生
活
の
基
盤
を
下
支
え

す
る
積
極
的
予
算
で
、
昨
年
度

比
で
二
二
億
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
な
ら
び
に
県
内
経
済
は
、

少
し
ず
つ
回
復
の
兆
し
が
見
ら

れ
る
よ
う
で
す
。
雇
用
と
労
働

に
よ
る
安
定
的
給
与
と
将
来
に

わ
た
る
安
心
感
に
よ
っ
て
、
個

人
消
費
を
上
向
け
る
こ
と
も
重

要
で
あ
り
、
内
需
拡
大
に
向
け

た
新
潟
県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
総
研「
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」

 

が
開
催
さ
れ
る

　

四
月
二
六
日
（
月
）
新
潟
市

内
で
（
社
）
地
域
総
合
研
究
所

の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
約

二
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
新
潟
県
内
の
経
済

の
動
向
」
を
テ
ー
マ
に
、
ホ
ク

ギ
ン
経
済
研
究
所
の
岡
村
聡
副

所
長
を
迎
え
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
問
題
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
高
騰
、
円
高
問
題
な
ど
の
一

連
の
動
き
と
そ
の
要
因
、
ホ
ク

ギ
ン
研
究
所
が
実
施
し
て
い
る

協
力
企
業
調
査
に
基
づ
く
県
内

経
済
の
動
き
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

岡
村
氏
は
「
日
本
・
県
内
経

済
は
海
外
市
場
の
回
復
や
政
府

の
消
費
刺
激
策
に
よ
っ
て
県
内

景
気
は
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
が
、

雇
用
や
個
人
消
費
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
く
」
と
し

て
い
ま
す
。
景
気
の
二
番
底
と

言
わ
れ
る
現
象
の
心
配
は
無
く

な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
が
、

県
内
中
小
零
細
企
業
は
政
府
助

成
金
や
低
金
利
融
資
で
な
ん
と

か
し
の
い
で
い
る
状
況
で
す
。

　

労
働
組
合
も
経
済
動
向
や
会

社
業
績
な
ど
日
頃
か
ら
情
報
収

集
し
、
会
社
側
・
組
合
員
と
相

談
し
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性

を
再
認
識
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

Ａ． 　「単純平均」は、各組合の賃上げ額を単純に足して平均値を集
計する方法で、「一組合あたりの」賃上げ額の平均がわかります。

　一方、「加重平均」とは、賃上げの影響を受ける組合員数の数を計算に
反映させ、実際の賃上げ額の平均を算出する方法で、「組合員一人あたりの」
賃上げ額の平均がわかります。金額ごとに人数をかけることを統計学で、
加重（ウエイト）というため、このような呼び方をします。
　具体的な計算方法を見てみるとわかりやすいでしょう。
　いまA、Bの２つの組合があります。それぞれの賃上げ額と組合員の数
が次のとおりだったとします。
　●組合A　　・賃上げ額：20,000円　・組合員：70人
　●組合B　　・賃上げ額：10,000円　・組合員：30人
すると、単純平均と加重平均は次の値になります。
　●単純平均＝（20,000＋10,000）÷２単組 ＝15,000円
　●加重平均＝（20,000×70人＋10,000×30人）÷（70人＋30人） ＝17,000円
　　単純平均＞加重平均では、中小労組の賃上げ額が大きく、
　　単純平均＜加重平均では、大手労組の賃上げ額が大きい
　　ということが読み取れます。

中小元気派宣言
№２

１．春季生活闘争でよく使われる用語と、
　　賃金交渉にむけた基礎知識～２～

Ｑ． 「加重平均」と「単純平均」の違
いは何ですか？

何が問題なの？


